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5月定例会では、意見書5
件と決議１件を可決しまし
た（審議結果は4面参照）。
意見書については、内閣

総理大臣など、関係機関に
提出しました。

准看護師の移行教育に関する
意見書

社会の急速な高齢化の進展や

慢性疾患を中心とする疾病構造

の変化への対応など、准看護師

にも高度な知識と技術が求めら

れている。

国は、看護体制を充実し、安

心できる医療を確保するために、

すべての准看護師が働きながら

学べることも含め看護師への移

行教育が速やかに実施されるよ

う必要な措置を講じること。

認定NPO法人の要件緩和を
求める意見書

国は、一層NPOを育成・支援

するため、寄付税制上優遇され

る認定NPO法人となるための要

件などについて、次の事項を早

期に実行すること。

１ 収入に占める受入寄付金総

額が３分の１以上という現行

の優遇税制認定の要件を緩和

すること。

２ 寄付金に関しては複数事業

年度を通じて会計処理ができ

ることなど、単年度主義を改

善すること。

３ 損金算入限度額を、公益法

人や社会福祉法人と同等とす

ることなどの「みなし寄付金制

度」を導入すること。

４ 複数の市区町村での活動と

いう要件を、一つの市区町村

の活動範囲でよいとするよう

緩和すること。

政治倫理及び公正な入札の
確立を求める意見書

国は、政治倫理及び公正な入

札を確立するため、次の事項を

内容とする法律を速やかに制定

するなど、政治に対する国民の

信頼を回復すること。

１ あっせん利得罪の再発防止

の強化を図る観点から、私設

秘書まで対象範囲を拡大した

「あっせん利得処罰法」の早期

改正を図ること。

２ 官公需分野における競争の

促進や予算執行の適正化を図

る観点から「入札談合等関与行

為の排除及び防止に関する法

律」の早期制定を図ること。

３ 政治と行政に対する国民の

信頼を回復するために、国民

に対する説明責任を果たすと

ともに、不祥事の再発防止に

万全を期すこと。

国民健康保険制度の安定化を
求める意見書

市町村が運営する国民健康保

険は、我が国の医療保険制度の

中核を成すものであるが、高齢

者及び低所得者の増大等により、

財政運営の厳しさが一段と増し

ており、安定的な医療供給の観

点からは財政の健全化が急務と

なっている。

国は、国民健康保険財政の安

定化のため、今後引き続き医療

保険制度の抜本的改革に向け最

大限努力すること。

国民の生命と財産を守る有事
法制関連法案に関する意見書
現行の自衛隊法では、外部か

ら武力攻撃が起きた場合に対処

するための、防衛出動の規定は

あるが、実際に防衛出動となっ

た場合に自衛隊のみならず、警

察、消防、あるいは国の諸機関

と地方公共団体との協力をどの

ように行うかなどについては、

明確になっていない状況にある。

国は、武力攻撃事態に対処す

るための明確な基本方針とルー

ルを定めた「武力攻撃事態対処関

連三法案」を制定すること。

また、この法案の成立に際し

て、国は、国民と近隣諸国など

に対し、丁寧な説明を行うとと

もに、地方公聴会の開催、地方

議会や地方自治体の首長など国

民各層の意見を十分に聴き、冷

静かつ慎重な審議を深め、国民

の不安を払しょくし国民の合意

を得られるよう努めること。

元市幹部職員の不祥事に関す
る徹底糾明と一層の綱紀粛正

を求める決議
この度の本市環境局東部クリ

ーンセンターの井戸掘削工事に

関し、元市幹部職員が競争入札

妨害容疑で逮捕されたことは極

めて遺憾である。

市長は、対策委員会において、

事実と原因を徹底的に糾明し、

再度かかる事態が生じないよう、

環境局（工事依頼部局）や都市計

画局（工事実施部局）における積

算金額を一層厳重に管理し、適

正、公平な入札制度を害すること

のない方策を早急に講じるととも

に、この事件を全庁的問題として

とらえ、職員の服務規律の厳守と

綱紀粛正に最大限努力すること。

と
な
る
よ
う
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
作
業
の
中
で
実
施
に
向
け
て
積
極
的
に

検
討
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の

見
直
し
を
行
う
た
め
、
京
都
市
環
境

審
議
会
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
10
％
削
減
を
目

指
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
条
例（
仮
称
）の
制

定
な
ど
、
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
答
申

が
出
さ
れ
た
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
二
酸
化
炭
素
10
％
削
減

を
目
標
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
自
動
車
の
増
加
な
ど
に
よ
り
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
大
幅
な
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
今
後
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
実
効
性

の
あ
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ト
ッ

プ
ザ
温
暖
化
京
都
市
民
会
議
の
開
催
や
京

み
や
こ
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
、
地
球
温

暖
化
問
題
の
普
及
啓
発
な
ど
を
開
始
し
て
い

く
。
京
都
が
世
界
の
先
頭
に
立
っ
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
た
め
、
具
体
的
な
政
策
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
。

循
環
型
社
会
の
構
築
に
は
、
廃
棄
物

を
出
さ
な
い
取
組
と
共
に
、
京
都
の

ま
ち
の
特
性
と
調
和
の
取
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
缶
、
ビ
ン
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む

の
か
。

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、

11
年
に
策
定
し
た
ご
み
処
理
基
本

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
分
別
収
集
の
拡
大

に
か
か
る
多
大
な
処
理
コ
ス
ト
の
負
担
や
環

境
へ
与
え
る
影
響
な
ど
に
も
配
慮
し
、
戦
略

的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
を
用
い
て
、

京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
資
源
循
環
の
仕
組
み
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
の
間
の
取

組
と
し
て
、
今
年
10
月
を
目
途
に
、
新
た
に

や
か
ん
や
鍋
な
ど
の
金
属
類
の
分
別
収
集
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
廃
棄
物
の
モ
デ
ル
分
別
収
集
を
拡
大

し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
落
ち
着

い
た
読
書
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
小
中
学
校
の
図
書
整
備
費
の

一
層
の
拡
充
と
共
に
、
早
急
に
全
校

の
図
書
室
の
冷
房
化
を
実
現
す
べ
き

だ
。
ま
た
、
今
年
度
ま
で
の
5
箇
年

計
画
で
快
適
ト
イ
レ
整
備
事
業
と
し

て
、
3
A
（
明
る
く
、
安
心
で
き
、

愛
さ
れ
る
ト
イ
レ
）を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
も
事
業
を

継
続
す
べ
き
だ
。

学
校
図
書
館
は
、
子
ど
も

の
身
近
な
読
書
活
動
な
ど

の
場
と
し
て
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
た
め
、
学
校
図
書
費
を
３
千

万
円
増
額
し
た
が
、
全
校
の
図
書

室
の
冷
房
化
も
今
年
度
中
に
実
現

す
る
。
ま
た
、
快
適
ト
イ
レ
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
中
に
全

校
に
１
箇
所
以
上
の
整
備
を
完
了

す
る
。
２
巡
目
の
整
備
計
画
も
今

年
度
に
前
倒
し
で
新
た
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
引
き
続
き
快
適
ト
イ
レ

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

従
来
か
ら
府
の
施
策
は
、
京
都

市
以
外
の
府
内
に
厚
く
、
大
都

市
で
あ
る
本
市
に
は
薄
い
。
知
事
選
挙

に
当
た
っ
て
、
市
会
与
党
会
派
か
ら
具

体
的
な
要
請
書
を
知
事
に
提
出
し
た
が
、

今
後
、
知
事
と
ど
の
よ
う
に
協
議
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

与
党
会
派
が
知
事
に
要
請
さ
れ

た
内
容
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
の
拡
大
や
地
下
鉄
東
西
線
の
延

伸
な
ど
、
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
る
た

め
に
非
常
に
重
要
な
も
の
だ
。
市
長
就

任
以
来
、
府
市
協
調
を
基
本
に
前
知
事

と
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
を
築
き
、
中

都
心
部
の
ま
ち
な
み
保
全
・
再

生
に
係
る
審
議
会
の
提
言
が
提

出
さ
れ
た
。
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図

る
た
め
、
一
定
以
上
の
高
度
利
用
に
対

し
て
は
、
採
光
や
通
風
へ
配
慮
す
る
基

準
を
設
け
る
な
ど
、
適
切
な
規
制
・
誘
導

策
を
検
討
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
の

提
言
を
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

提
言
の
趣
旨
は
、
町
家
の
減
少

や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
な

ど
、
近
年
の
都
心
部
に
お
け
る
土
地
利

用
の
急
速
な
変
ぼ
う
を
踏
ま
え
、
市
独

自
の
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
京
都

の
都
心
再
生
に
向
け
た
多
く
の
方
策
が

示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
地
域
の
意
見
な

ど
も
聴
き
な
が
ら
、
提
言
の
中
で
直
ち

に
実
施
す
べ
き
と
さ
れ
た
方
策
に
つ
い

て
早
急
に
具
体
化
に
向
け
た
取
組
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
課
題
に

つ
い
て
も
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

都
市
の
集
中
豪
雨
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
雨
水
の
総
合
的
な
流

出
抑
制
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
降
っ
た

雨
を
「
貯
留
さ
せ
る
、
地
下
浸
透
さ
せ

る
、
利
用
す
る
」た
め
、
早
期
に
指
針
と

具
体
的
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
、
市
民

協
力
の
広
が
り
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

都
市
型
水
害
か
ら
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
治
水
事

業
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
が
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
な
ど
不
透
水
地
の
増
加

で
、
河
川
の
平
常
水
の
枯
渇
な
ど
が
生

じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
透
水
性
舗
装

な
ど
の
雨
水
浸
透
に
よ
る
地
下
水
か
ん

市
は
今
年
3
月
、
様
々
な
産
業

活
性
化
策
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ー

パ
ー
テ
ク
ノ
シ
テ
ィ
構
想
を
発
表
し
た
。

4
月
に
は
、
京
都
ナ
ノ
テ
ク（
超
微
細
技

術
）事
業
創
成
ク
ラ
ス
タ
ー
が
国
の
指
定

を
受
け
た
が
、
同
構
想
と
は
ど
の
よ
う

な
関
係
を
持
つ
の
か
。

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
大
学
を

核
に
、
知
恵
を「
茎
」と
し
、
地

域
の
研
究
機
関
、
研
究
開
発
型
企
業
を

「
粒
」と
す
る「
葡ぶ

萄ど
う

の
房
」を
作
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
的
な
競
争
力
の
あ
る
技

術
革
新
の
集
積
を
目
指
す
も
の
だ
。
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
を
柱
と
す
る
市
構

想
の
実
現
に
と
っ
て
、
知
的
ク
ラ
ス
タ

ー
創
成
事
業
の
推
進
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
と
も
産
学
公
連
携
の
下
、
世
界
レ

ベ
ル
の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
の
構
築
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
京
都
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
期
待
に
こ
た
え
て
い
く
。

養
や
雨
水
利
用
を
進
め
、
水
循
環
の
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
更
に

雨
水
対
策
を
一
層
進
め
る
た
め
に
は
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
的
な
取
組
を
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
市
的
な
観
点
か
ら

の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

市
南
西
部
地
域
の
都
市
基
盤
の

整
備
の
遅
れ
は
、
道
路
交
通
網

そ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

○
光
を
テ
ー
マ
と
す
る「
京
都
・
花
灯
路
」事
業
の
取
組
状
況（
自
民
党
）

○
京
都
ら
し
い
地
域
経
済
振
興
条
例
の
制
定（
共
産
党
）

○
特
別
市
制
度
の
実
現
と
道
州
制
へ
の
移
行（
民
主
・
都
）

○
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
保
管
実
態
と
適
正
処
理
の
推
進（
公
明
党
）

だ
け
で
は
な
く
、
河
川
に
架
か
る
橋
り

ょ
う
の
不
足
に
よ
る
も
の
だ
。
特
に
桂

川
に
架
か
る
橋
は
少
な
く
、
常
に
交
通

渋
滞
を
来
し
て
い
る
。
桂
川
へ
の
橋
の

建
設
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

桂
川
へ
の
架
橋
は
、
交
通
渋
滞

を
緩
和
し
、
社
会
経
済
活
動
の

活
性
化
を
促
す
な
ど
、
南
西
部
地
域
の

発
展
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
交
通
基
盤

を
形
成
す
る
も
の
だ
。
現
在
、
15
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
、
久
我
橋
の
架
替

え
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
第
二
久
世

橋
を
19
年
度
中
の
完
成
に
向
け
て
整
備

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
残
る
都
市
計

画
決
定
済
み
の
羽
束
師
墨
染
線
な
ど
３

橋
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
長
期

に
わ
た
る
事
業
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
周
辺
の
整
備
状
況
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
下
鉄
東
西
線
の
洛
西
ま
で
の

延
伸
が
課
題
だ
が
、
天
神
川
以

西
の
桂
川
街
道
ま
で
の
間
は
幹
線
街
路

が
な
く
、
建
設
が
困
難
に
な
る
。
ど
の

よ
う
な
方
策
を
採
る
の
か
、
財
政
事
情

も
含
め
基
本
的
な
考
え
を
聞
き
た
い
。

地
下
鉄
東
西
線
の
洛
西
ま
で
の

延
伸
は
、
西
部
地
域
の
発
展
は

も
と
よ
り
、
京
都
大
学
桂
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
足
の
確
保
の
た
め
に
も
、
必
要
な

都
市
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
19
年
度
中
の
開
通
を
目
標
に
、
二

条
か
ら
天
神
川
ま
で
の
整
備
に
全
力
を

傾
け
て
い
る
。
天
神
川
以
西
へ
の
延
伸

に
つ
い
て
は
、
そ
の
導
入
空
間
と
な
る

道
路
の
整
備
が
重
要
で
あ
り
、
当
面
、

御
池
通
の
延
伸
を
優
先
し
て
整
備
に
努

め
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
道
路
の
整
備
状

況
や
、
大
変
厳
し
い
交
通
事
業
の
経
営

状
況
及
び
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

政
策
の
意
思
決
定
段
階
で
環
境
へ
の
影
響

を
調
べ
て
、
政
策
や
施
策
の
方
向
性
を
決
定

す
る
仕
組
み

※

医
療
費
の
患
者
負
担
増
は
、

受
診
抑
制
を
も
た
ら
し
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
と
い
う
医
療
の

基
本
を
壊
す
も
の
で
あ
り
、
長
期
的

に
は
医
療
保
険
財
政
の
更
な
る
悪
化

を
招
く
こ
と
に
な
る
。
市
民
の
健
康

を
破
壊
し
、
医
療
保
険
財
政
を
破
た

ん
さ
せ
る
医
療
制
度
改
革
に
反
対
の

声
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
少
子
長
寿
社
会
を
迎

え
る
中
で
、
国
民
医
療
費
が
増
加

し
続
け
て
お
り
、
医
療
保
険
財
政

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
、
揺

る
ぎ
な
い
国
民
皆
保
険
制
度
へ
と

再
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
制

度
の
抜
本
的
改
革
が
待
っ
た
な
し

の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
が

安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
国
に
対
し
、

保
険
者
の
統
合
・
再
編
な
ど
の
抜
本

的
改
革
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き

続
き
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

市
長
は
選
挙
公
約
の
中
で
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
拡
充

す
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
府
下

で
独
自
に
制
度
を
拡
充
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
本
市
も
せ
め
て
小
学

校
入
学
ま
で
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

は
、
子
育
て
家
庭
の
医
療

京エコロジーセンター

自民党＝自由民主党京都市会議員団、共産党＝日本共産党京都市会議員団
民主・都＝民主・都みらい京都市会議員団、公明党＝公明党京都市会議員団（ ）

（

）

府
市
協
調
の
今
後
の

取
組

自民党

小
企
業
へ
の
融
資
な
ど
数
多
く
の
具
体

的
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
新
知
事
と
も

き
た
ん
の
な
い
意
見
交
換
を
行
い
、
連

携
・
協
力
関
係
を
一
層
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
147
万
人
市
民
の
生
活
を
守
る
と

と
も
に
、
市
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
く
。

11
年
に
府
の
保
健
環
境
研
究
所

敷
地
を
伏
見
区
総
合
庁
舎
の
建

設
用
地
と
し
て
使
用
し
た
い
と
市
長
か

ら
知
事
に
申
し
入
れ
、
合
意
に
至
っ
た
。

ま
た
、
同
研
究
所
と
市
衛
生
公
害
研
究

所
の
将
来
の
一
元
化
も
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
日
も
早
い
府
市
協
調
の
実

現
の
た
め
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

現
在
、
府
敷
地
の
取
得
方
法
に

つ
い
て
の
協
議
と
共
に
、
敷
地

利
用
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
両
研
究
所
は
業
務
内
容
が

重
な
る
も
の
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
二
重

行
政
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
整
理
を
図

る
た
め
、
全
国
初
の
試
み
と
な
る
府
市

協
調
の
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
知
事

と
手
を
携
え
、
伏
見
区
の
活
性
化
と
更

な
る
飛
躍
の
拠
点
と
な
る
総
合
庁
舎
の

建
設
と
両
研
究
所
の
業
務
の
共
同
化
の

実
現
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
重
要
施
策
の
一
つ
と
位
置

付
け
、
き
ょ
う
と
男
女
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
や
今
後
制
定
を
予
定
し
て

い
る
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
仮
称
）

（

）

伏
見
区
総
合
庁
舎
の

建
設
と
業
務
の
共
同
化

自民党

（

）

男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進

公明党

を
全
庁
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、
21
世
紀
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、「
ひ
と
が
輝
き
、
未
来

へ
の
ゆ
め
を
彩

い
ろ
ど

る
ま
ち
・
京
都
」の
実
現

を
目
指
し
て
、
今
年
３
月
に
き
ょ
う
と

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
各
種
の
施

策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
、
市

民
や
事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
深
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
４
月
に
共

同
参
画
社
会
推
進
部
を
設
置
し
た
。
更

に
、
６
月
を
目
途
に
各
局
・
区
に
男
女

共
同
参
画
推
進
員
を
新
設
す
る
な
ど
、

推
進
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

土
地
開
発
公
社
が
取
得
し
て
5

年
以
上
経
過
し
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
塩
漬
け
土
地
は
全
国
平
均
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
る
。
事
業
局
か
ら
の
依

頼
に
基
づ
き
購
入
し
て
い
る
が
、
そ
の

依
頼
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
の
検

証
や
再
精
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

土
地
開
発
公
社
の
主
な
役
割
は

公
共
用
地
の
先
行
取
得
で
あ

り
、
公
共
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
用
地
を
計
画
的
か
つ
適
正

な
価
格
で
確
保
す
る
と
い
う
重
要
な
機

能
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
事
業
の
進

ち
ょ
く
状
況
か
ら
買
戻
し
が
遅
れ
、
長

期
保
有
し
て
い
る
用
地
も
あ
る
。
従
前

か
ら
そ
の
削
減
に
努
め
て
お
り
、
今
後

も
事
業
の
一
層
の
推
進
や
新
た
な
活
用

計
画
の
検
討
を
進
め
る
。
用
地
の
先
行

取
得
に
際
し
て
は
、
用
途
や
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
依
頼
局
と
十
分
に
協
議

を
行
い
、
そ
の
明
確
化
に
努
め
て
い
く
。

（

）

長
期
保
有
土
地
の

再
点
検

共産党

費
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
府
と
の

協
調
の
下
に
、
５
年
10
月
に
創
設

し
た
。
市
で
は
、
創
設
以
来
二
度

の
制
度
拡
充
を
行
い
、
現
在
３
歳

未
満
児
を
対
象
と
し
て
い
る
。
子

育
て
支
援
は
全
国
共
通
の
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
は
基

本
的
に
国
の
制
度
と
し
て
確
立
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
か
ね

て
か
ら
要
望
を
続
け
て
い
る
。
市

独
自
の
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
財
政
負
担
を
伴
う
た
め
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
と
も

府
と
協
議
し
て
い
く
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
手
す
り
の
取

付
け
な
ど
の
住
宅
改
修
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
現
行
の
制
度
で
は
利
用

者
が
い
っ
た
ん
、
費
用
の
全
額
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
保
険
者
で
あ
る

自
治
体
が
、
住
宅
改
修
の
工
事
完
了

後
に
施
工
業
者
に
費
用
を
直
接
払
う

方
式
を
採
り
、
利
用
者
の
負
担
を
軽

く
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
制
度

を
改
善
で
き
な
い
の
か
。

市
の
住
宅
改
修
制
度
は
身

近
な
工
務
店
な
ど
幅
広
く

利
用
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、

13
年
度
の
利
用
実
績
は
５
千
300
件

を
超
え
て
い
る
。
指
摘
の
と
お
り

利
用
し
に
く
い
側
面
も
あ
る
の
で
、

市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度

（

）

国
の
医
療
制
度
改
革

へ
の
対
応

共産党

（

）

乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充

共産党

（

）

介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
住
宅
改
修

公明党

（

）

地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
取
組

民主・都

（

）

家
庭
ご
み
の
分
別
収
集

自民党

（

）

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
の

指
定
と
経
済
の
活
性
化

民主・都

（

）

都
心
部
の
ま
ち
な
み

保
全
・
再
生

自民党

（

）

学
校
施
設
の
整
備
・

充
実

公明党

（

）

雨
水
流
出
抑
制
の
た
め

の
指
針
づ
く
り

共産党

（

）

桂
川
へ
の
新
し
い
橋
の

建
設

自民党 透水性舗装された御池通シンボルロードの歩道架替え工事中の久我橋

（

）

地
下
鉄
東
西
線
の
西
伸

民主・都

快
適
ト
イ
レ

5月15日の本会議では各会派から7人の議員が代表

して、市政の各般にわたって市長や関係理事者に質問

を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。

5月15日の本会議では各会派から7人の議員が代表

して、市政の各般にわたって市長や関係理事者に質問

を行いました。

本号では、その主なものをお伝えします。


